
狩猟される皆様へ
～豚熱・アフリカ豚熱対策のお願い～

◇全国43都府県で野生イノシシでの豚熱感染を確認。
◆令和７年11月以降、鹿児島県の野生イノシシでも

 豚熱感染が確認されています！！
◇野生イノシシの豚熱感染確認区域では、イノシシ肉が
利用制限される可能性があります。

◆近隣諸国ではアフリカ豚熱の発生が継続中です。

県内の野生イノシシにおける豚熱感染拡大防止のため、
皆様の一人一人の 洗浄・消毒 が重要です！！

◆狩猟後は、「洗浄」・「消毒」を！
◇イノシシ解体時には、使い捨てゴム手袋や防護服・レインコート等を使用。
◆内臓等は、放置せず二重に袋で包んで持ち帰り、衛生的に廃棄。
◇自家消費の目的であっても、肉等を豚熱等感染確認区域から持ち出さない。

（「豚熱感染確認区域におけるジビエ利用の手引き」に従う場合を除く）

◆自宅に帰ってからも念入りに「洗浄」・「消毒」！
ウイルスを別の猟場に運ばない！

豚熱感染を広げないために…

消毒する
ポイント

埋却場所 捕獲個体 器具 靴・手指
タイヤ周り

荷台・ハンドル・座席

鹿児島県

豚熱関係 県農政部 家畜防疫対策課 TEL:099-286-3297・3224
有害鳥獣関係 同  農村振興課              TEL:099-286-3114
狩猟関係 県環境林務部 自然保護課 TEL:099-286-2616

お問い合わせ先

〇まずは洗浄！ ⇒ ブラシなどを使いながら土や血液などの汚れを落とす。

●消毒は、洗浄後にお願いします。
 ⇒ 逆性石鹸やアルコール、消石灰の乳液（粉でも可）をスプレーやジョウロ、

 噴霧器でかけてください。       ※消毒薬は、薬局・ドラッグストア等で販売されています

R8.5時点

人、靴、ナイフ、車のタイヤ等に
ウイルスが付着するリスク

糞便や唾液等から
環境中（土壌、植物等）
にウイルスを排出
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